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第 1問 
 ある政府の毎年の財政について、収入を T、消費支出を C、投資支出を I、国債の利払い費を R と

する。また、今年の財政赤字は 50 兆円、基礎的財政赤字は 25 兆円、国債の利子率は年利 2％であ

った。ただし、この政府は資産を保有しないものとする。このとき、以下の設問に答えなさい。 
① 財政赤字を T, C, I, R を用いて式で表しなさい。（5 点） 
② 基礎的財政赤字を T, C, I, R を用いて式で表しなさい。（5 点） 
③ 利払い費はいくらであると考えられるか。（5 点） 
④ 年の初めの国債残高に対して利払い費が決まるものとすると、今年初めの国債残高はいくらで

あったと考えられるか。計算過程も示すこと。（5 点） 
⑤ 来年初めの国債残高はいくらになると考えられるか。計算過程も示すこと。（5 点） 
 
第 2問 
 法人所得税（法人税）に関する以下の設問に答えなさい。 
① 法人所得税を減税すると企業の経済活動にどのような影響が及ぶと考えられるか。簡潔に説明

しなさい。（10 点） 
② 日本の法人税率が海外の法人税率よりも高いと、日本企業の海外移転を促進し、国内産業の空

洞化を招くという議論は正しいか。簡潔に説明しなさい。（10 点） 
③ 日本の法人税率が海外の法人税率よりも高いとき、上記②以外の影響は考えられるか。簡潔に

説明しなさい。（5 点） 
 
第 3問 
 課税に関する以下の設問に答えなさい。 
① 消費税の負担はすべて消費者に帰着するとは限らない。消費税の負担が消費者に帰着しないケ

ースについて図示して説明しなさい。（10 点） 
② 労働所得税の課税によって必ず労働供給が減るとは限らない。課税により労働供給が増えるケ

ースについて図示して説明しなさい。（5 点） 
③ 労働所得税との違いが分かるように、支出税について簡潔に説明しなさい。（5 点） 
④ 労働所得税を廃止して支出税を導入すると、経済活動にどのような影響があると考えられるか。

最も重要と考える影響を 1 つ選んで簡潔に説明しなさい。（5 点） 
 
第 4問 
 S を供給、D を需要、P を価格とし、供給曲線が「P=25+2S」、需要曲線が「P=100 3D」で表せる

財市場を考える。以下の設問に答えなさい。この財の取引 1 単位につき T の消費税が課される（税込

み価格が T 上がる）とき、以下の設問に答えなさい。 
① 課税前の均衡における価格と取引量を計算しなさい。（各 2 点・計 4 点） 
② 課税後の均衡における消費者価格、生産者価格、取引量を計算しなさい。（各 2 点・計 6 点） 
③ 消費税 T のうち消費者の負担分と生産者の負担分を計算しなさい。（5 点） 
④ 課税前の社会的余剰の面積を計算しなさい。（5 点） 
⑤ 課税後の死荷重損失と社会的余剰の面積を計算しなさい。（5 点） 


